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2016 年 12 ⽉ 

第 1 回検定試験を実施 
(次回実施予定：2017 年 7 ⽉) 

■「IoT システム技術検定」対策講座 詳細 

コース概要 検定出題分野における技術力の向上と試験対策を学習します。 

日数 2 日間 

受講料（税抜き） 84,000 円 

到達目標*2 MCPC 主催「IoT システム技術検定（中級）」に合格できる技術力を習得します。 

内容 

1. 試験の概要 

2. IoT システム構築と構築技術 

(1) IoT システムアーキテクチャ 

(2) IoT サービスプラットフォーム 

3. センサ/アクチュエータと通信方式 

 (1) IoT デバイス  

(2) ネットワーク 

(3) プロトコル 

4. AI 分析とデータ活用 

   (1) ビッグデータ分析技術 

(2) IoT データ活用事例 

5. セキュリティ対策とプライバシー保護 

   (1) セキュリティ対策 

(2) 情報セキュリティと法制度 

6. IoT のプロトタイピング 

(1) プロトタイピング 
 

*2 他のスキルレベル（初級・上級）に対応する研修は、内容・開始時期などが発表され次第、順次拡充を計画していきます 
 
 

■「IoT システム技術検定」の概要 

「IoT システム技術検定」は、IoT システムの構築・活用に関する基本的かつ実践的な技術知識を

中心に、その習熟度を検定することで、IoT システムに関係する技術者の対応力向上をめざすもの

です。検定は初級、中級、上級の 3 段階で構成され、第 1 回検定試験(中級)は 2016 年 12 月に実施さ

れ、次回は 2017 年 7 月に予定されています。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

*出典 MCPC「IoT システム技術検定試験」Web サイト  
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■日立インフォメーションアカデミーについて  

本社 〒140-0013 東京都品川区南大井 6 丁目 26 番 3 号大森ベルポート D 館 13 階 

代表者 取締役社長 竹田 克裕 

設立 1995 年 4 月 3 日 

資本金 1 億円 

電話番号 03-5471-8960 

URL 
https://www.hitachi-ia.co.jp 

（「IoT システム技術検定」：https://www.hitachi-ia.co.jp/course/intro/license/iot/index.html ） 

事業内容 

日立グループ内外への人財育成のトータルソリューション提供 

-研修の提供 

-研修に至るまでの人財育成のコンサルティング 

-研修と連携した職場への学びの定着支援、人財育成施策の運用 

（動画：https://www.youtube.com/watch?v=PpMK9KmY5WE） 

 
【注力分野】セキュリティ、ビッグデータ、クラウド、イノベーティブ人財育成 

 
■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立インフォメーションアカデミー 企画部 [担当:長井(ナガイ)、澁谷(シブヤ)] 
〒140-0013 東京都品川区南大井 6 丁目 26 番 3 号 大森ベルポート D 館 13 階  
電話：03-5471-3819 (直通) 
お問い合わせフォーム https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hitachi-ia/public/general/form.jsp 

以 上 


